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＜中学校理科研究開発委員会＞ 研究の視点

教員と熊徒の意識

研究主題に迫るため、まず、教員と生徒の意識のずれに注目をした。 （図3）が全国学力

学習状況調査における教員の意識調査の結果、 （図2）が全国学力・学習状況調査におけ

Ⅱ

１
研究主題

， 深い学びを実現させるための指導方法の開発
｜ ～科学を学ぶことの有用性を実感させる学習活動を通して～

る生徒の意識調査の結果、 （図4）が研究開発委

員の所属する学校における生徒の実態調査である。

（図3） と （図2）を比較すると、教員は、実生

活における事象との関連を図った授業を行ってい

るにも関わら宗、生徒は授業で科学を学ぶ有用性

を十分に実感できておらず、指導者側と学習者側

の授業に対する意識にずれがあることが分かる。

また、 （図4）からも研究開発委員の所属する学

校の生徒も授業で科学を学ぶ有用性を十分に実感

できてい､ないことが分かる。

その要因として、生徒の自然体験や日常的な体その要因として、生徒の自然体験や日常的な体
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I ~研究主題設定の理由

「中学校学習指導要領解説理科編（平成29年7月）」 （以下、 「中学校学習指導要領解説‘
理科編Jと表記）第2章第1節教科の目標に、 「学びに向かう力、人間性等を育成ずるに当

たっては、生徒の学習意欲を喚起し、生徒が自然の事物・現象に進んで関わり、主体的に探
究しようとする態度を育てることが重要である。その際、 自然体験の大切さや日常生活や社

会における科学の有用性を実感できるような場面を般定することが大切である｡」とあるよ

うに、 日常生活や社会における科学を学ぶ有用性を実感できる授業を行うことが求められて

いる。

しかし、 「全国学力・学習状況調査（文部科学省)」 （以下、 「全国学力・学習状況調査jと

表記)､では､ ｢理科の授業で学脅したことは､将来､社会に出たときに役に立つと患います
か」という問いに対する生徒の肯定的な回答が過去3回とも50％台であった。 （図1参照）

また、国際数学・理科教育動向調査(TIMSS)でも、 「理科を勉強すると、 日常生活に役立

つ」における日本の中学生の肯定的な回答が過去4回とも50～62％を推移し、中学生国際

平均の80～85％を大きく下回った。 （図3参照）

『理科の指,導に関して、実生活における事象との
叩

関巡を図った授業を行いましたか｡J (図3）
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「理科の授業で学習したことを、普段の生活の中
で活かすことができないか考えるときが．ありま

験が不足しており、 日常生活に関連付いているこ すか.j (図4)

とを意識し･にくいことや授業の中で学習した内容が日常生活に関連付いていることを考える
時間を十分に確保できていないことなどが考えられる。

2 日常生活と関連付けた学習活動 穀・・

このような状況に鑑み､~本研究では、 、日常生活や社会における科学を学ぶ有用性を実感さ均
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銘2詔懇1謡232謁湾1 せるために、効果的な学習活動を検討することとし、以下の活動を考えた。

"、…………峠鴬ポートフォリオ化する。
（2）関連付けたことを共有する。

“

雷 、関連付けを調べる方法を
FI幽付けたことの桑有L ‐豐解溺箪批錘はな

た内容と日常生活と

･授業中に考えさせる場面

との共有

(図5）

顕易騨糊必･ｳ33廻%露1

トーガ の関連付け
0.晩20.0％40．0%60.0%80．0%100.0％

画よくあてはまるpどちらかといえばあてはまる

をつくる。
･授業外で考えさせる場面をつくる。
･関連付けを調べる方法をアドバイスする．
･理解・習熟が十分ではない生徒がいた場
合、ヒントを与える。

･新たに日常生活を便利にすることや今、
社会が抱える課題や問題を解決する方法
を考えさせ、学習を発展させる。

将来、社会に出た 「理科を勉強すると、 日常生活に役立つ｣.（図2）
(図1） ．

｢理科の授業で学習したことは、
ときに役に立つと思いますか」

･関連付けを他の人から学ぶ。
･議論することで学習の関連付けの発展性を商める。
･理解・習熟が十分ではない生徒が他人の意見から
関連付けを見つ･けるきっかけをつくる。

このことから、生徒が授業で科学を学ぶ有用性を十分に実感できていないことが分かり、

科学を学ぶことの有用性を実感させる授業改善が課題として浮かび上がった。

さらに、中学校学習指導要領解説理科編第3章では、主体的・対話的で深い学びの実現に

向けて『『深い学び』については、例えば、『理科の見方・考え方』を働かせながら探究の過

程を通して学ぶことにより、 （中略）次の学習や日常生活などにおける問題発見・解決の場

面で働かせているかなどの視点から、授業改善を図ることが考えられる｡」とある。

そこで本研究では、 ､このような状況に鑑み、 日常生活や社会における科学を学ぶ有用性を

実感させる指導方法を開発し、深い学びを実現させることにした。

『日常生活と関連付けた学習活動の流れ」 （図5）

Ⅲ ．研究仮説

本研究では、研究の視点から、以下に示した生徒が日常生活と関連付けた学習活動を多く
取り入れ、積み重ねることで、科学を学ぶ有用性を実感し、深い学びにつながるという仮説
を立てた。

…

｜ 学習した内容と日常生活や社会との関連付け ’
~学習した内容が日常生活や社会の中でどのように活かされているか、自分が体験したこと
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幻

や自分で調べたことを用いてポートフォリオシートにまとめ、整理・構築することで、科学
を学ぶ有用性を実感し、深い学びもたらす。

1 実態調査

本研究を進めるにあたって、研究開発委員が所属する学校において生徒の実態調査を実施

した。本研究による生徒の変容を見るために、同様の調査をと研究前後で行った。 （図6）

研究前の調査は、下図のとおりであり、以下のことが分かった。

（1） 9割以上の生徒が、⑤「理科の授業は、充実している」と感じている。
●

（2） 8割以上の生徒が、①「理科を学習することが好き｣、②「理科を学習することは大切｣、

④「理科の授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立つ」 と感じている。

（3） 7割程度の生徒が、③「理科の授業で学習したことを、普段の生活の中で活かすことが

できないか」考えている。

主査_」学習した内容を日常生活や社会と関連付けたことの
－

~’
社会との関連付けを意見とし他者がまとめ、整理・構築した、学習した内容と日常生活や

て聞き、様々な意見をグループ化し、議論を通して知り得た様々な意見をもとに自分の考え
を再構成することで、科学を学ぶ有用性を実感し、深い学びもたらす。~

|I ｜ 1 口とてもあてはまる ロまあまああては通る‐一回海至りおては窪らなし、 b全くあてはまらない． ’研究前に実施

①理科を学習することは好きですか。

②理科を学習するこ・と'は大切だと思いますか．

③理科の授業で学習したことを、普段の生活の中で
活かすことができないか考えるときがありますか。

④理科の授業で学雷したことは、将来社会に出たとき
に役に立つと思いますか。

⑤理科の授業は、充実していると思いますか。
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0.0% 20．0% 40．0% 60.0% 80.0％ 100．0％〔謀題〕実生活との関連を図った授案物《、生徒の科学を学ぶ有用性に対する意議の向に上に十分にはつながっていない
生徒の実態調査（図6）
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2指導方法

(1)ワークシートについて

学習した内容と日常生活との関連付けを主体的に整理・構築するために、ポートフオリ

オシート「L.U.M.P. (深い学びへの灯り)XLearningUseful (役に立つ学習) byMap(日

常・社会の見取り図) andPortfolio (ポートフォリオ)」 （以下、 「L.U.M.P.シート」と表
記）を作成した。 （図7）、 （図8）
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ア以下に示す、「日常・社会で発見したことが学習した内容とどのように関連付いているか

調べる項目」 （以下、 「日常・社会で発見したこと」と表記）を9カ所設けた。 9カ所では
足りない生徒には2枚目を配布した。
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学習し方内容を日常生活

や社会と関連付け、整理・構築

関連付けたことのポートブオリオ化

〔研究主題〕深い学びの実現により資質・能力を育成する指導法の開発
～科学を学ぶこと.の有用性を実感させる学習活動を通して～
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どうつながる？ ‘ 。どう役立っている？日常・社会で発見したこと 関連のある学び (2)指導方法の工夫

本研究では、科学を学ぶ有用性を実感し、深い学びにつながるために、 ・日常生活と関連付
けた学習活勤を繰り返し実践することが重要であると確認した。 ~

活動の中で、 「学習した内容と日常生活との関連付け」 と 「関連付けたことの共有」の指
導方法を工夫した。

〔指導の流れ〕

､〆一一

1!」
〆

~

I－ ソ、

’

「どうつ鞍力§る？」 「どう役立っている？」のどちらかに丸を付けさせた。

「どうつ転がる？」は、町などで自分が実際に見て砿翻したもの、 「どう役に立ってい

る？」は、ニュース、インターネット、テレビ、ラジオ、本などで知り得た情報とした。

イ以下に示す､ 「新たに日常生活を便利にし､今社会が抱える諜題や問題を解決する方法

授業 授業外

①L､U・M．P､シートの配布・脱明

②大単元・小単元の学習（観察・実験・欝蕊等） L,U,M．P,シートの記入士

を考える発展学習の項目j (以下、 「やってみよう」 と表配）を設けた。
③発表会（個人・班・学級）

やってみよう 1

Fあなたなら、今回学んだ学習内容をどんな風に日常生活や社会に役立たせられると思いますか？J

※新たに日常生活を便利にし、今社会が抱える騨題や問題を解択する方法唯どのアイデアを奪え、

学習をさらに発展させ、 どう役立たせられるかできるだけ分かりやすく翌興しましょう．

ア
国主体的に繋琿・構築するT:夫

(7) L.U.M.P・シートを配布し､~常に関連付けを考えられるようにした。

（ｲ）授業で学習した内容の振り返りを吹時に行い、学習した内容を意識付けした。
（ｳ）授業で関連付けのヒントを出し、関連付けを考えやすくした。

（工）大単元・小単元の学習で区切り、関連付けを考える時間を十分に轆保した。
（ｵ）休み時間・昼休み・放謀後に生徒が関連付けについて質問できる時間を確保した。
（力）理解・習熟が十分ではない生徒に対して、声掛けをするとともに、 ヒントを与えた。
イ圃蓮符けたこど万巽司を他者と対賭的に行う工夫

(ｱ）他者が考えた関連付けを理解するために、評価シ宝.卜を作り、評価や意見を罷録でき
るようにした。

(ｲ） 4～6人斑で発褒することで､ L.U.M.P.シートに鯛べてきだことや考えてきたことを

｝（
中学校学習指導要領解脱理科編第1章総鋭1節改訂の経緯及び基本方針②育成を目指す

資質・能力の明確化に「予測困難雄社会の変化に主体的に関わり、感性を豊かに働かせな

がら、どのような未来を創っていくのか、どのように社会や人生をよりよいものにしてい

くのかという目的を自ら考え、 自らの可能性を発揮Lﾉ群よりよい社会と幸福な人生の創り

手となる力を身に付けられるようにすることが重要である」 とある。

「やってみよう」を生徒が取り組むことにより、未知なる課題を解決する力（資質・能

力）を獲得できると考えた。

一

人一人が全て発表できる時間を確保した。

(ｳ）学級内を自由に移動し，個人どうしで共有をすることでL.U.M.P.シートに取り組め
なかった生徒が他者の意見をきっかけに関連付けを考えることができるようにした。
(工）新たに日常生活を便利にし、今社会が抱える課題や問題を解決したりする方法を考え
る発展学習では、斑の発表から選ばれた代表者が発表をよりよくするために、斑内で誰
蹄をさせた。

(ｵ）新たに日常生活を便利にし、今社会が抱える牒題や問題を解決したりする方法を考え
る発展学習の発表では、発表後の質疑応答をしやすくするために学級を三つのグループ
に分け、ホワイトポードを使ったボスターセッンョンを行った。

P

ウ 「日常・社会で発

見したこと」や「や

ってみよう」に取り

組みやすくするため

に、右図に示す、

「Map (日常・社会

の見取り図)」 （以下、

「Map」 と褒配）を

L_U.M.P.シートの裏

面に印刷した。

． 「日常・社会で発

見したこと」のMap

番号は、下図の番号

を表配させた。
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騒鯉[壷亙〕 ア単元名 「化学変化とその利用」
イ 目標 ．

、私たちのくらしの中で熱の出入りが伴う化学変化がどのように生かされているか具体

日月年
一

》

凸

Ｔ
ｌ

恥
一

日常尋社会のできご世：

偉習した内容と日常生活との関連付け
関連付けたことの共有

望_L二進内容と日常生糯との関鰯砺一



晶

’ 発表する。
’例を挙げて説明することができる。

．擬習事項を活用し、熱の出入りカェ伴う化学変化を、これからの社会の中でどのように
活用していくか､具体例を挙げて考察することができる。

ウ単元の指導計画

~ 5時間中4時間で「化学変化とその利用j を学習する。

最後の1時間（本時）でL.U.M.P.シートを活用し、熱の出入りを伴う化学変化が日常生
活の中でどのように生かされているか列挙する。また既習事項を活用してこれからの社会
の中で実現可熊潅実用例等窟考察する。

シート

’ ’「やってみよう」の発表準備（4人班）
L

口代表者を－人決め、代表者の発

表をより良いものに改良できる

か班で考えさせる。 ‐

口配入例を参考に大型ホワイトポ

ードを作成する。 ○大獺ホワイトボードに図等を龍入
し、班員にその内容が伝わりやす
い上.うに配厳す馬一

岡｢やってみよう」の発表（学級全体）
□1グループ、 2分程度で代表者

が発表を行う。 ． ○大型ホワイトポードに図等を記入
し、学級全体にその内容が伝わり

やすいように配慮する。

○発表終了後に質疑応答を行う。

｢やってみよう」の発表準備（4人班）

医蜀 ｢やってみよう」の発表（学級全体）
□1グループ、 2分程度で代表者
が発表を行う。 ． ‘

’ ’エ展開

指導上の留意点・配慮事項

（○；留意点）

評価

方法’
’ １

学習活勤時間
~

口前時の復習（発熱反応・吸熱反○デジタル教科番の映像コンテンツ
応）の実験の映像を視聴し、既習 を利用し、既習事項の振り返りを
事項を確認する。・ ~ 行う。

” ｜

」本時の目標を提示

口本時の目標を確翻する。

口前時の復習（発熱反応・吸熱反
応）の実験の映像を視聴し、既習
事項を確認する。．

’

本時の目標を提示

導入

5分

’ ’まとめ発表の総括（教員）まとめ発表の総括（教員）’’

’ 口教員による講評と総括を聞く。まとめ

5分

O発表後、吸熱反応における誤概念
を訂正する。化学愛化では歳い吸
熱反応を取り上げている斑が数多
くいることが予想されるため、生

徒への投げ掛けを行い、生徒自身
からの気付きを促す。’ 兎

觜

カホワイトボード(WB)の記入例

’匪看1「日常・社会での発見したこと」の発表（4人班）|医蜀 ［

’’’’ 【人】

発表

ワーク

シート

○発表には、発表評価シートを活用
する。事前に発表の仕方、評価シ
ートの記入の仕方は説明している

が、再度、露要箇所について注意
を促す。

O調べてきたものの中からよいもの

を_皇つ選択し発表する。より多く
の意見を共有するために、重複し
た場合には後で発表する生徒は他
のものを発表するように指示す

る。

○司会を決め、必ず全員が発表する

ように配感する。

○発表の際、班員への説明用に写真
や替籍を持参することを許可す

． － る。

の発表（4人班）の発表（4人班）

’ □L.U.M.P.シートに警き溜めてき

た日常・社会での発見したこと

を斑単位で一人ずつ発表する。
I

展開

40分

口一人の発衷後、発表評価シート

の「参考に態る内容」 、 「感想」
転どを記入し、 5段階評価で自
己評価する。

ホワイトボード (WB)の記入例（図9)
＋

～一ﾖー

、

l(2)第1学年第エ分野「物質のすがたjに悪ﾃｰ蔦零列
ア単元名「いろいろな物質」 「気体の発生と性質」
イ 目標

・種たちのくらしの中で身の回りの物質の性質がどのように生かされているか具体例を
挙げて醜明することができる。

．既習事項を活用し、身の回りの物質の性質がこれからの社会の中でのどのように生か
されていくか実用例等を挙げて考察することができる。

ウ単元の指導計画

Ⅲ2時間中7時間で「いろいろな物質jを学習する。

’ 侯司「やってみよう」
口新たに日常生活を便利にし、今

社会が抱えている牒題や問題を

解決する方法鞍どのアイデアを

囲 ｢やってみよう」
【思】

発表

ワーク

’

’ ’

旧罰熟の出入りを伴う化学蕊
化を、これからの社会の中
でどのように活用していく

か、具体を挙げて考える。

囲熱の出入りを伴う化学変化の活用

1班： （名前） （名前）

(名前） （名前）

図などを

記入
説明文などを記入



f 垂

L

12時間中‘4時間で「気体の発生と性質」を学習する。

般後の1時間（本時）でL.U_Ⅱ.P.シートを活用し、私たちのくらしの中で身の回りの物

質の性質がどのように利用されているか列挙する。また、既習事項巷活用.してこれからの

社会の中で実現可能な実淵例等を零察する。

LL 、’……一_…ー……」B「やってみよう」の発蓋（4人班）
■ ■ ■ ■ ■ 守 ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ 画 ■ ■ ■

□L､U:M.P.シートに考えてきた「新た
に日常生活を便利にし、今社会が抱
えている牒題や問題を解決する方
法」に当』てはまるMap番号を白紙に
密き、 クラス全体に見えるように、
それぞれ示す。

口斑内の「関連のある学び」がなるべ04人班の中で「関連の学びJがちが
<同じになるように他斑と鯛整す うようであれば，他の斑の生徒と入
る。 れ替えさせる。

口考えてきた「新たに日常生活を便利
にし、今社会が抱えている課題や問
題を解決する方法」などのアイデア
を発表する。

｡ ■－.

［擬詳乏L年毒の発表準備(4人卿－1｢.=1年室ユ迄手 - t挑む且 J価一一樫 一 ー凸, 一｡

｢やってみよう」の発蓋（4人班）

口代表者を

農開2

20分

開2

0分

エ展開

閲指導上の留意点・配慰事項

(Oi留意点）’ 学習活動時間

○諸合いは以下のよう雄斑で行う。 （思】

ワー.ク

シート

発表

導入

5分 一

一

に
一人決め、代表者の発表を

よりよいものにできるか斑で考え
る。

口脱明用ホワイトポードを斑で作賎
する。

二

画

O脱明用ホワイトポードは、箇条書き
や図にさせ、時間短縮を促す。

○作業が進ま唾い斑に指導をする。

班の構成： 3～4名で男女混合の斑

『
－

亡
~

“■ ~ ~ ~~列の発表（三つの班）

○発表後嘆.聞き手に疑問点雄ど質問
させ、アイデアがよりよくなるよう
に指導する。

． 「やってみよう」代表者の発表（三つの班） ~’
一

一

~
一一一一一二一_ _ _ ‐ ・ ‐一

3DL.U.M.P.シートに考えてきた「新た○発表後嘆.聞き手に疑問点雄ど質帰
に日常生活を便利にし、今社会が抱 させ、アイデアがよりよくなるよう

『 えている媒題や問題淀解決する方 に指導する。
法］などのアイデアを斑ごとに代塞

~ 者を中心に発表する。

口三つの斑溌斑の机に常駐し、他斑のO疑問点などの質問が出ない掲合、鰯
生徒と意見交換達する。 （2分30秒 員側で質問をする。
×‘3）

口聞き手は、発袈評価シートに発瑳内

’

O疑問点などの質問が出ない掲合、教
員側で質問をする。

卜に発衷内

or発表評価シート」を見ながら確認口黒板に注目し、板警の本時の目標を
【人）

【思】

ワーク

シート

発表

させる。砿鰐する。 展開3

10分

詞

I

ロ発表の流れを確露する。
'

~。見したこと」の発表

O教室内を自由に移動･してよいこと

とし、歩き回り、 3人以上と記入済

みのT".U.M.Hシートを発褒させる。

O言葉で交わしたことをメモするよ

うに指導する。

o配入は、箇条書きにさせる。

○発表し合う人が見つからず一人で

いる生徒がいた場合、他の生徒に共

有を促す。

O自分の発褒と異なる内容を見付け

て、書くように指導する。

に
~~~~~

医到 ｢日常・社会での発見したこと」の発表

5段匿竪煙をする。□L_U.M.P.シートに笹き溜めてきた

『日常・社会で発見したこと」を発

表し合う。

口発表評価シートの「評価シートJを

露入し、 5段階評価で評価する。

【人】

ワーク

シート

発表

展開1

10分

~

~

一一

－

二コ発表のまとめ
＝一--

ワイトポードを貼
-

’ Lとめる。
－

エホソイトボードの配人例~

⑳環境問題学び：暖熱反応1班発震音

ホワイトボード (WB)の紀入例（図10)
J
f

日日
4

1

散卓

５
’
．
・
塾

勵
一
．
・
３

E詞身の回りの物質を、これから
の社会の中でどのように活用

していくか、具体例を挙げて

考える．



在

○3人目の発表者までは仮の点数と

し、相対性が見えたところで、そ

れまでの発表者を再審査させる。
O計算機を持参させ時間短縮する。

O集計結果をパソコンで集計し、表

彰状を作成する。

O完成した賞状を学級萎員に渡す。

I1学年．第2分野「天気とその変化」における事例|鵬
ア単元名「天気とその蜜化」

イ 目標

、私たちのくらしの中で天気の褒化がどのようにつながるか､生かされているか具体例を
挙げて説明することができる。

・既習事項を活用し、これからの社会の噸でのどのように生かされていくか実用例等を挙
~ げて考察することができる。

・私たちのくらしの中で身の回りの物質の性質がどのように生かされているか具体例を挙
げて説明することができる。

~ ・既習事項を活用し、身の回りの物質の性質がこれからの社会の中でのどのように生かさ
れていくか実用例等を挙げて考察することができる。

ウ単元の指導計画

31時間中14時間で「気象観測と霊のでき方」を学習する。

31時間中6時間で「前線とそのまわりの天気の喪化」を学習する。

31時間中9時間で「大気の動きと日本の天気」を学習する。 ．

愚後の2時間でL.U.M.P・シートを活用し、天気の変化力K日常生活の中でどのように生か
されているか列挙する。また、既習事項を活用してこれからの社会の中で実現可能な実用
例等を考察する。第1時は、斑で発装して代褒者を選び、第2時（本時）は、代表者が発
表する。

口まで、審査用紙の発褒点数を集計

する。

’ ．まとめ表彰、発表の講評（生徒）

まとめ

5分

口発喪点数承1位と2位の生徒を学

級委員承衷彰する。

口発表の鱒評をクラス代表生徒が行

し､、他の生徒は詔を聞く。

口審在用紙とL鎖U.M.P.シートを提
出する。

Ⅵ成果と課題

1 鯛査結果

本研究による「日常生活と関連付けた学習活踊」に取り組む餉後で、生徒の意職の変容を

調査した。 【鯛査対象：中学校の生徒（集計数事前552人、事後538人)】 ‘
土葬眺霧ﾝ〃葦｡朧』《％恥(:｜ 事後ｱﾝｹｰﾄ （％）

’ あ z乙弓

でと

鰯
ｾ石. ､弓

、 ぜ:

篭
あ
龍
車

あ
て
は
ま
・
ろ
。 １

千
口
ｑ
守
可
Ｌ

ず

あ

霞

り

，

も・・圭

凸

「

■
■

■

あ
》
て
は
ま
ら
な
い
．

口

■

・

“

全

．

ぐ

犀

ゞ

や

＋

あ
で
は
望
ら
な
．
陵
『

１
コ
．

＃

＋

ｒ

伊

戸

肯
定
的
回
答
の

匹

言十

~
鏑
釦

語

諜

琴

あ

ま

り

あ
て
は
ま
ら
な
い

全

く

あ
て
は
ま
ら
な
い

と
て
も

あ
て
は
ま
る

ま
あ
ま
あ

あ
て
は
ま
る

質

問
質問項目

－

理科の授業で学習したことを、普段
の生活の中で活かすことができない
か考え愚ときがありますか。

理科の授業で学習したことは、将来
社会に出たときに役立つと思います
か。
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本時の目標を提示と発表の流れの説明
48‘9 16．4 2．0
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h J 『甲
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吾二 …-~
『‐’口評価の仕方について説明する。

口本時の目標を確認する。

3
2a5 4‘,2 15￥

七1-,、

65．0 3．0．0 4.5○審査用紙を配布し、すべての発表
者名、発表テーマ名、 Map番号を
黒板にあらかじめ書いておく。

○公正、公平な審査となるよう評価
基翠や評価方法を理解させ.る。

0.6 炉2.0
導入

3分

”‐ 、 ‐ｾP F 『 ‐ 。〒 ‐ 、~!‐ も

※肯定的回答の増加の第針は『とてもあてはまるJを2ポイント、 「ま
『あまりあてはまらないJを－1ポイント、 「全くあてはまらない」

めまああてはまる』を1ポイント、
を－2ポイントとして変動を集計

|，
’

震たL.U.M.P.シートを使用した学習について瞬査した。 【鯛査対象：中学校の生徒（集叶数536人)】
函 質間項目質間項目

何も闘くずに、学習内溶と日常や社
会との関連（っ鞍がりや役立ち）を
見つけることができましたか。

学習内容と日常や社会との関連（つ
ながりや役立ち）を鯛べて見つけた
とき、何を使って閥くましたか。
蕪回答骨は質問Tで『いいえ」 と答えた生徒
※複敷回答可とした．

はい

32.3％

いいえ

67.7％

1 ~

共有「日常・社会での発見したこと」 「やってみよう」の
~発表（各班の代表者6～8名）

■ 凸守 ■ ■ Ⅱ ■ ■ ＝ ■ ■ ■■ ■■ ■ ■ ■ 凸 ■ ■ ■
■■ ■ ■ ■ ■ ■ 守 ■ ■ ■

o司会は学級婆員が行うLol －
展開 ：篭蕊軍蕊蕊蔑裟内容の。前に司会薦を作る｡ ~

O黒板に発褒者と 「やってみようj
42分~ メモをとり、審査をする。

のタイトル、 Map番号を事前に櫓
かせておく。

O発褒時間は、 1人5分とし、 1分
前にはベルを鳴らす。
○1人発裳するごとにユ分間の審査
時間を般ける。

－

新聞・ラ1
ジオ・テ

レビ(ニ

ュース）

インター

ネット
人に

聞いた
本 その他

2
【人】

I思｝

ワーク

シート

発表

－

62. 1％ 9.9％ 25.4％ 13.6% 1.3％

日常、社会との

関連（つ鞍がりや

役立ち）の発見

やってみようを

考えるとき
使わなかった

9． 1％

3

’ ※週択肢1，2は祖散回答可とした．
76.3％ 35.3％

岡天気の変化を､こらからの社
会の中でどのように活用し

ていくか、具体例を挙げて

考える。
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2本研究の成果

本研究において、 「日常生活と関連付けた学習活動」を行い、それを繰り返し、科学を学

ぶ有用性を実感させることで、生徒の深い学びにつながったと考えられる。具体的な成果と
して以下の4点が挙げられる。

（1）学習した内容と日常生活との関連付けを考える機会の増加

本研究では、 『学習した内容と日常生活との関連付け」の指導方法をL_U.M.P.シートを

用い該工夫した。その結果、実態調査「【質問’】理科の授業で学習したことを、普段の生
活の中で活かすことができないか考えるときがありますか｡」に対して肯定的に回答した生

た。検証授業（単元；化学変化とその利用）でも、他の生徒や発表を聞いて、 「だから夏場に
は水を撒くんだ｣等と発言する生淀が複数人いた．基礎知鋤(身近な自然事象の原理)の構
築がなければ今社会が抱える課題や問題を解決する方法を考えることは困難である。この発

展課題を解決する活動が、基礎をふり返る契機になったと考えられる。

(4)思考力・表現力の向上

本研究当初、 「やってみよう」 （新たに日常生活を便利にし、今社会が抱える課題や問題

を解決する方法などのアイデアを考える課題)では､｢これが欲しい｣､「これがあったらよい」

等の願望のみを記載する生徒が多かったが、繰り返し取り組むことにより、整理．構築した

既習事項を活用し、 「どうやったらこういうものが作れるか｣、 「どういう方法を用いれば、こ

の問題を解決できるのか」等、願望を実現ずるための具体的かつ論理的な方法を考え出す生
徒が増加した。このことから、本研究の活動を通じて、生徒の思考力・表現力を向上させら
れたと考えられる。

また、 L.U.M.P.発表会では、自分の考えた内容を他の生徒に分かりやすく説明する活動を
実践した。特に本研究では、発展的な内容が多く、他の生徒の発表を聞いた生徒は言語情報
だけでは発表内容の全てを理解することが困難な場面が多々見られた。生徒も･L.U.M．P.発表
会に複数回取り組むことで、 「どのような発表をすれば他の生徒に内容が伝わりやすいのか」
考え、比嚥技法を用いて発表したり、写真や図等を用)いて発表したりする場面も見受けられ
た。L.U.M.P.発表会を通して生徒の発表ずる力をはじめとする表現力も向上したと考えられ
る。 ．宛

徒が2ざ1ポイントと、増加が見

られた。L.U.M.P.シートを使う

ことにより、普段、理科の学習

が苦手であった生徒の中に、

L.U.M_P.シートに記入するため

【質問1】 画とても．まあまあ｡あまり 画まったく

前

後

事

事 譲蕊鰯調蕊譲鐸鱒灘蕊謹蕊’

のアドバイスを得ようと、積極 【磁間1】理科の授業で学習したことを、普段の生活の中で活

的に取り組むためのヒントを教 ~ かすことができないか考えるときがありますか。 （図
師に積極的に質問する生徒やL.0.M.P.シートの記入枠に収まらず、付雲を貼って積極的に

「学習した内容と日常生活との関連付け」を調べる生徒など、変容が見られた。

このことから、研究前と比べて生徒は、学習した内容と日常生活との関連付けを考える機

会が増加したことを実感し、充実感をもって理科の学習に取り組んでいると考えることがで

きる6 ；烏．

(2)科学を学ぶ有用性の実感 ．

本研究では、L.U.M.P・シートを用いて、 「学習した内容と日常生活との関連付け」を行う

3本研究の課題

(1)評価計画について

本研究では、評価を考える上で、 「日常・社会での発見したこと」は「学びに向かう力、人
間性等」でも 「やってみよう」は「思考」が伴う活動のため、 「思考力・判断力・表現力」で
評価した｡､今後は新学習指導要領の評価計画等を参考に､より詳細なループ.ﾘｯｸを作成す
る必要性があると考えられる。

ことで科学を学ぶ有用性を実感 【質問2】 ｡とてもロまあまあ
させようとした。

事前慧蕊蕊醗蔑蕊溌劉蕊篝讓蕊蟹議実態調査「【質問2】理科の
/L

授業で学習したことは、将来社 事後園悪霊璽園蕊蕊圖馨蕊謹蕊凄羅蕊

会に出たときに役立つと思いま

すか｡」に対･して肯定的な回答 【質問2】理科の授業で学習したことは、
と

が本研究後、2．5ポイント増加

した。本研究以前にも高い値を示していたものが、さらに増加している。

比べて生徒は、科学を学ぶ有用性を実感していると考えることができる。

【質問2】 。とてもロまあまあ

一一

一ｆ》

事前

事後

r

pあまり 国まったく
》

一

例

函

~

将来社会に出た (2)ヒントの提示方法

本研究では、L.U・M.P.シートを完成させることが困難な生徒に対して、 ピン．卜として単元
ごとに日常・社会のできごとのキーワード（以下、「ヒントワード｣）集を作成した｡．しかし、
L､U.M.P.シート完成が困難な生徒ほど、 ヒシトワードの必要性を感じず、教師自身の生徒へ
の声掛けがなければ、ヒントワードの活用頻度が低くなってしまった。生徒自身が自分自身
の現状を自己分析し、必要に応じて自主的にヒントワードを求める授業展開等を検討する余
地があった。

つまり《研究前.と

(3)身近な自然事象への関心の深まり

L.U.M|．P.シートを作成する活動を通して、生徒は自然現象等についても関心を深めること

ができたと考える。本研究前は、台風等の気象現象や身近な家電製品等に関心をもつ生徒は

少なかったが、今社会が抱える牒題や問題を解決する方法を、実際に自分自身が考えること

が、身近な自然事象を調べる契機になり、かつ理科への興味・関心を向上させる一助になっ

(3) L.U.M.P.発表会の形式について
吾

検証授業では、 「日常・社会での発見したこと」と「やってみよう」の両方の発表に取り組

露蕊爾蕊
/ 1－ 、
蕊蕊蕊謹潮藤蕊蕊蕊而覇一鴎



ー

んだが、 1単位時間の中で両方の発表を充足させた形で終わらせることが難しく、両方の発
表を行ったことが結果的に「やつみよう」の内容を班で深め合う時間が短くなり、完成度の
低い発表活動になってしまう時があった。単元の内容にもよるが、 「日常・社会での発見した
こと」と「やってみよう」の発表を2単位時間に分ける授業計画や、生徒の思考力がより問
われる「やってみよう」のみを扱う等の授業計画を綿密に立案したりする必要があると考え
られる。

(4) L.U.､M.P.シートを用いる小単元や大単元の設定

L.･U.M.P.シートを用いる学習は、授業外で取り組む宿題であるため、小単元ごとで行うと

頻度が増え過ぎ、生徒への負担があった。また、単元によっては、 「学習した内容と日常生
活

・との関連付け」が難しいことも分かった。このため、L､U.M.P.シートを用いる小単元や大単
元の設定を十分に検討する必要があるど考える。

~、
、

(5)学習内容と日常や社会との関連（つながりや役立ち）を鯛ぺる手段

L.U.M．P.シー.ﾄを用いる学習についての調査「【質問2】学習内容と日常や社会との関

連（つながりや役立ち）を調べて見つけたとき、何を使って調べましたか｡」の回答で、最
も多かった回答はインターネットであった。インターネットは身近で生徒にとって最も簡単
な手段であるが、図書館や研究機関、企業と連携を図.ることで、科学を学ぶ有用性を実

感する選択肢をより多く作っていけると思われる。 謡．

4本研究の今後の展望

本研究を通して、実態調査「 【質問3】

斑繊駕綴麓覇
以前にも高い値を示していたも 事前
のが、さらに増加している。 事後

「科学を学ぶ有用性を実感させ

【質

前後
事‐事

理科の授業は、充実していると思いますか。 」に

〃

問3】 ｡とてもロまあまあ｡あまり 画まったく

る学習活動」を通して、授業に 【質問3】理科の授業は、充実していると思いますか。 （図

興味と充実感をもち、科学的な関心・意欲が向上したと考えられる。

今後、本研究を継続していくことで、さらなる教育活動への還元が期待できる。

1
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第68'回全国中学校理科教育研究会広島大会

第1分科会教育課程
【科学的に探究するために必要な糞質・能力を育む教育陳程】 【新学習指導要領解説】 ．〃…可

学びに向かう力､人間性簿を育成するに当たっては､生徒の学習童

欲を喚起し､生徒が自然の事物･現象に進んで関わり､主体的に探究

しようとする態度を育てることが重要である｡その際､自然体験の大切

さや日常生活や社会における科学の有用性を実感できるような塊面

|を霞竈することが大切である‐

深い学びの実現により資質・能力を
育成する指導方法の開発

～科学を学ぶことの有用性を実感させる学習活動を通して～

等
江戸川区立篠崎中学校 渡邊縞
江戸川区立西葛西中学校 酒井優
踊布市立飼布中学校 中尾知之

【平歳31年度東京都研究開発委員】
日常生活や社会における科学を学ぶ

有用性を実感できる授業に重点を置く
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なっているか､様々な知織がつながって､より科学的な擬念を形成することに向

かっているか､さらに､新たに狸得した貴質｡能力に基づいた『理科の見方，考え

方｣を､次の学習や日構生活などにおける問題発見･解決の場面で働かせてい

るかなどの視点から､授業改善を図ることが考え邑永る合
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｢理科の授案で学習したことは､将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか」

『理科を勉強すると､日徽生活に役立つ」

等冬
生徒が授業で科学を学ぶ有用性を実感できていない

等
等 日常生活や社会における科学を学ぶ

有用性を実感させる指導方法の開発科学を学ぶことの有用性を実感させる授業改善が急務

k認空の盤導 65
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● ●
実生活との関連を回った授業が‘生徒の科学を学ぶ有用性

に対する童鐸の向上に＋分にはつながっていない

①富然体験や圓総鋤な体験の不足撫習内容を圖常生活に関連付けられない
②学習内容を日常生活と関連付ける学習活動の不足 ~ ~ ~~~背量
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L.U.M.Pシートの記入
ロ･曲舎こりロ･皀心

佇畷調②大単元･小単元の学習
． （観察･実験･講義等） 学習した内容と

日常生活との関連付け③発表会(個人"班･学級）
‘ 関連付けたことの共有

’ 11 12例LU・M.P.シートの配入

やつ工かよツ0
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1413 授業実践業実 報告践報告授業実

~~第13時:｢日常｡社会での発見｣の発表【少人数班】第2学年『動物のからだのつくりとはたらき｣？
一一

’
’一

’
~

1

■■■■

16

’
15

【生徒の意見】

実践報告授業実践報告授業

’閲4馬｢L.U.M.P発表会の流れ」第13時「日常･社会での発見｣の発表

同駕消化系①肝硬変

②DIET食品 P
〆
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畷
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、頃

循環系

①ﾍﾞｰｽﾒｰｶｰ

』1力錘
恥屯伊津F

~霊聴.〉

1817 銭報告授業実告業実践報授

展開2．3:｢やってみよう｣の発表【少人数班毒ボスﾀｰｾﾂｼﾖﾝ】
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F例乗蘭舜奉

時間

1

2～6

7

8～10

11～12

13．14

学習項目

ブタの解剖実習

消化系

呼吸系

循畷系

排出系

LU.M､R発表会

学習内容

解剖実習を通して、
各朧雲の構造上付費醐係を理解する。

消化酵索に関する実験結果を通じて、
消化の流れと吸収のしくみについて理解する．

ヒトのエネルギーのとり出し方と
呼吸の関係について理解する

肺のつくりとはたらき。
細胞による呼吸について理解する

心臓のはたらきと血液の循琢につ
血壷とその成分について考える。

いて理解する。

不要物が体外へ排出されるしくみについて考える。

私たちのくらしの中で
動物のからだのつくりとはたらき
はどのように関わっているか考察する。

導入：目標・授業の流れの確麗

↓

展開1：グルーピングカードの記入→グルーピング

↓

展開2： 「やってみよう」の発褒

→代表者決定→ホワイトボード作成【少人数班】

↓

展開3：発表 【ボスターセツシヨン形式】 →質疑応答
↓

まとめ：評価シートの記入・教員による総括
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~19授藁実践報告
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20授業実践報告践

展開2．3:｢やってみよう｣の発表【少人数避嘩ﾎｽﾀｰｾｯｼｮﾝ】

授授業実践報告業実賎 21 22

まとめ:評価シートの記入･教員による総括
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日常生活との関連付けを考える撞会の増菰1
【質問3】理科の授業で学習したことを普段の生活

の中で生なすことができないか考えるときがありますか】
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■とても口圭あまあpあ叢り■まったく

震繍謡繍浮繍鶏"”
園学習内容を日常生活と関連付ける活動が璽科の学習への充襄感につながる’

’４

い い
~

↑…鱈‘'中でい…‘でﾕ率'4"…‘'2ﾊｲ縄↑郷,，41厚
理科の授渠で学習したことを.ふ

さないか考えるときがありますか．

‘灘麗職撫､"…理"､#."",I=1
理科の授紫で学習したことは.符

ますか．

‘撫鮮…している“"…‘』､‘ ‘"‘"‘‘｡‘|函｜
繍灘淵繊鰄躍譲棲鐡鑿辮蠅溌繊ﾎﾄ~ ，

理科の授累で学習したことを.ふ
だんの生活の中でいかすことがで
きないか考えるときがありますか． ’541 22.6 46.7 24.1 6．5 21．4 49.1 餌.2 ÷Z1

’
34．6 zoI2 輻-5 16〃 3．3 32.7 48．9 16．4

3 ~~4，2充実していると恩

’0．6“△9 29.5 1．4 65.0 30‘0 4，5

4

P



一
基

■

2021-06-28

2625 研究成果

面真近な冒悪軍象…

研研究成果

雁頑寧を学惠着用睦室壁」
【質問4】理科の授業で学習したことは、

将来､社会に出たときに役立つと思いますか 日浦･祉会での整見したこと 屈里のあ&学【且 どう？”，ろ？ ~ I合鐘の仕抵
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へと学びの共有

関連付けたことのポートフオリオ化
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27 研究成果

＝

|(4)思考力･表現力の向上

研究成研究成果

…上。
I

咳く細fU･鋤”齢邑8”
＃､とj ・画細岾臓1.唱心&凶'面・

壱fOOj,wBp釘燃I曙識‘･轡辱加・・鈎翰呂幸・
ｻ“γが'凰《V&･' ･冬侭ユ塁騒ぎ･晒騨_鱈．

織瀧僑燃懸態職獅､鄙‘

00

ｆげ

。

。

。
■
Ｂ
Ｇ

式

年

隈

碩

渉■

荊

蝋

§恥９Ａ唯

》

叩

、

１ケ今ｂ
■

■″ｐ僻９§

且

和

昌

＆、い』可動･式TWp

〆0fザ”【血皇g“9.3 90
畠毎珈‘＆.T今"r､◆稗fP牢･“少

屡 ムーロ邑瓦”B心0曲“澱む）も同a，

09．

侭
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いいな｣とi,､う考えが思考活動を
繰り返すことで､｢どうやったらこう
いうものが作れるのか｣、『どういう
方法を用いればこの問題を解決で

きるのか｣等､願望を実現するた
めの具体的かつ論理的な方法を
考え出すことできるようになった。
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3029 研究成果究研究成果

I(5)彌禰瓦窃罵甫
一

(6)充実した理科の授業の実現へ’
【質問5】理科の授業は充実していると思いますか
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’今~後 ’の展望展 31

’
32

画①ﾋﾝﾄﾜｰﾄの活用頻度の向上②ﾋﾝﾄﾜｰﾄの必要性の実感 深い学びを実現させるための

指導方法の開発
~科学を学ぶことの有用性を実感させる学習活動を逓して～

m'単位時間で全ての発表を終わらせる授案の工夫

m①生徒の負担軽減②関連付け力嘘しい単元の授業計画の立案

御清聴ありがとうございました

’
画ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ以外の図書鯨や研究機関､企業との連携の必要性

’
一

6


